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《特別休館のお知らせ》
　図書館では、３月12日㈪から16日㈮ま
での５日間、蔵書点検作業のため休館しま
す。ご迷惑をおかけしますが、よろしくお
願いいたします。

新着図書案内
（図書館のホームページ
に多数の本をご案内して
います）

◆一般書
□白

しろはやち

疾風  　　北　　重人
□氷結の森　 熊谷　達也
□かげろう 藤堂志津子
□戦場のニーナ なかにし礼
□風は山河より　第３巻 宮城谷昌光
□無銭優雅 山田　詠美
□たぶん最後の御挨拶 東野　圭吾
□５ 佐藤　正午
◆児童書
□ゴーゴーはしごしゃ
□科学で防災＆サバイバル大百科１・２
□デモナータ　４幕　ベック
□母からの伝言
□だいすき。

＜こども映写会＞ 4F
　3日㈯　午後２時～
　「まんが世界むかし話50」
＜おはなしかい＞ 2F
　10日㈯　午前10時30分～
　「絵本のよみきかせ」
　講師　おはなしママの会
＜春休みこども会＞ 4F
　17日㈯　午後２時～
　大型仕掛け絵本「とりのみじさ」ほか
　講師　ショコラ
＜読書会＞ 3F
　24日㈯　午後１時30分～
　｢老いは楽しゅうございます」　岸　朝子 著
　講師　竹林萌子さん
＜おはなしのひろば＞ 2F
　24日㈯　午後３時～
　｢絵本・かみしばい・折り紙など」
　講師　たんぽぽの会
＊グループ研修 3Ｆ
・「江戸文学を読む」
　10日㈯　午前10時～
・「俳句研修」草樹萌の会
　17日㈯　午後１時～
＊池田太一展　4Ｆ展示コーナー
　２月１日㈭～３月25日㈰

３月の催し

俳
句
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ス
ト
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月
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入
選
句１月の貸出冊数

9,737冊

〈休館日〉
　３月５日、７日、12日～16日、19日、
　21日、26日、４月２日

 ☎  475-8001
FAX 475-9041
〈開館時間〉
　午前10時～午後６時
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あなたと市政を結ぶ「広報なめりかわ」は、
リサイクル推進のため再生紙を使用しています。
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宮沢賢治の直筆原稿


